
  澤 村・津 田:鋳 鐵の組 織及 機械的性質 に及 ぼす鑛 津,特 に鑛 淫中のAI〆)3並 びにTio2の 影響

組織 は,溶 液 の 種 類 及 び濃 度 の如 何 に拘 らす,本 質 的 には 殆 ど同 一 で あ る こ とを確 め得 た.即

ち,析 出 鉛 の 内 講 は何 れ も第1圖 の ス テ レオ投 影 圖 に於 て,黒 白2種 の 小 圖 で示 しナこ様 な判 座

を なす2個 の鉛 結 品 が 夫 々Fコ 及 びF2方 向 を軸 とす る回 轄 に よつ て實 現せ られ る2っ の緻 維

欺 組織 の 重 合 した もの と解 せ られ る窯 に於 て墾 りが なか つ た.爾 繊 維 朕 組織 の何 れ に於 て も,

各 微 結 晶 は(111)面 の1つ が試 料 表 面Sと 略ZF行 に,且 叉此 のS面 内 に あ る 〔110〕軸 が 繊維 軸

と:'F行に な る様 に棉llし て い る.併 し2つ の繊 維 朕 組織 の 内,黒 い小 圓 に渕 懸 す る もの に於 て

は繊 維 軸 の 方 向F1が 結 晶 成 長 の方 向Gと 一致 す るが,白 い小 圓 に調 慮 す る もの に於 て は繊維

軸 の 方 向F2がGと 約300の 角度 を成 して ゐて,從 つ て(111)面 内 に あ る 〔211〕軸 がG方 向 と

千 行 にな る.

 今 具 艦 的 に1つ の干 渉 圖 形 に就 て述 べ る.第1固 に於 け る9な る試 料 面 に垂 直 に投 射X線 々

束 が 衝 つt:場A,黒 い小 圓 で 示 した方 の結 晶 をF1軸 の周 りに,左 右 に夫 々1ぴ 及 び80回 轄 せ

しめ,叉 白 い 小 圓 で示 した 方 の結 晶 をF2軸 の周 りに,左 右 に夫 々4。及 び10'回 輻 せ しめ た と

す れ ば,干 渉 圓 形上 の 主 な放 射 帯 の理 論 的 線 圖は 第2圖 に於 て夫 々實 線 並 に鮎 線 で示 した様 な

位 置 を取 られ ば な らぬ こ とが算 定 せ られ,こ れは 同 圖 に影 線 で示 した如 く,干 渉 圖 形上 に實際

に現 れ て い る.放 射 帯 と良 く一致 して い る.而 して,か か る一 致 は他 の 干渉 圖 形 に於 て も回 鱒

角 さ え攣 れ ば 常 に成 立 す るこ とが 究 明 せ られ た.

 從 つ て,析 出鉛 は 各 々 〔110〕軸 を繊 維 軸 と し互 に約300の 角 度 を な す二 つ の 繊 維 歌 組 織 の重

合 した もの で あ つ て,こ の爾 方 の繊 維 軸 を含 む(111)面 が 試 料 の 雫 滑 面 に略 雫 行 す る もの と解

せ られ る.

 (2)銅:析 出銅 か ら得 られ たX纏 干 渉 圃 形 は鉛 の場 合 と異 り,一 様 に漣 績 したDebye環 の

み よ り成 り,放 射 帯 は 現 れ なか つ た。即 ち,析 出 銅 は 直径 】〇一:～10一㌔m程 度 の微結 晶 の 不規

則 な聚 群 よb成 つ てい て,鉛 に於 け るが 如 き繊 維 状組 織 は見 られ な かつ た.

 終 に臨み,絡 始御指導 を賜つた卒 田秀樹教授 に深 く謝意 を爽 し,本 研究 は文部省科學研究費の援助 によ り

行 はれた こ とを附記 する.

 1) Mem. ColL Sci., Kyoto Imp. Univ., A.11(ユ928),271.

               (昭 和24年7月811受 理)

    20.鋳 鐵 の紐 織 及機械 的性 質 に及ぼ す鉱滓,特 に

       鑛滓 中 のAl2O3、並 び にTiO2の 影響(第1報)

              澤 村  宏,津 田 昌 利

 1.本 研究は抗張力高 く衝撃値大なる高級鋳鐵を製造せん とするものであつて,荘 に基礎研

究の豫備實験 を報告す る.曾 て澤村教授指導 の下に馬場,輻 山爾氏1)或 は吉川氏2)等は白銑 の

黒鉛化に及ぼす窒素の影響を認め,宮 下[i享士3)は木炭銑の研究に於て共の優秀な性質が骸炭銑

に比 し窒素含有量低 きにある事を指摘 し,猫,非 金騎酸化物の介在が窒素に關する限 り顯著 な
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影響を與 える事 を認め,脆 窒法として鐵1宰にイルメナイ トを添加 して融鐵に髄 蜀せ しむ る時は

共の性質が改良 される事を確かめたのである.此 の現象に關聯 あるものとしてKerpelyめ 氏 は

高Al203鱗 澤の下に鋳鐡を熔解すれば微細黒鉛を生する～1億認め,最 近,澤 村教授 及中原LE")

等はTiO2を 含有する酸性鑛津の下に鋳鐡を熔解する場合 に焼戻炭素に類する黒鉛を有する鋳

鐡を得た,我 々は先づ此等の爾研究に知 られた現象に就 き,特に鋳造の儘にて焼戻炭素に類する

黒鉛を得 るに必要な條件を確めん爲に詳細な基戴 鹸 を行わん とするものである.術,本 研究

に於ては鋳鐵に含有する窒素の堅動を知悉する必要があるが,例 へば谷 口氏6)は電氣銑に含イゴ

する窒素の影響 に就 き含有窒素の金馬3ミ化物の種類の"t一異に依 る影響の攣化に言及 して措 る・

内壕國氣をCO氣 流中に於て

依b室 氣中熔解實験を行 う(實瞼装置省略).

 〔B〕原料銑 よ第1表 の如1き電氣銑である.

            節1煮  日銑工業松式會冠=提供の篭氣筑

     ・%睡 ・IM・%・%1・%・ ・%」 ・引 ・・%」 ・・%

     訓 ・8■ 剛 …9g瞬 ・1・・13gl… 列 …P75

 第2表 にタンマン屡琶氣煽で熔製せる鋳 宰を示 し,第3表 に實験條件を簡潔に表示 した.

                第    2   表

榊 綱 欝 誌 罪 蓋:%「五酬 鑛一 某度

   1二刻ll:1■ 雛 11':翻1:1訓 講 旨:認
   S-6i3・A8凶 ・・}・ …lIS),L)8:2.・3i1・ ・1

    菅Ti()2は 酸 として取扱ひ、1卜算す る.

               第    3   麦

賃讐號騨 劉 鋤 酬 辮i鋤 紬 賢攣 轡{洲
..冷 馴 働購.

矧 脚 檸 氣触:罪 兜1〔,9轡鳴 臨 ジ酬 騨 素材

△1篇1:1副:擁 三⊥』
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  澤村,津 田:釦鐵の組織及機械的性質に及ぼす鑛泣,特 に鑛津中ωAl208並 びにTio2の 膨響

 〔C〕 第2圃 は鍮鐡の顯微鏡紐織 の描圓を熔融朕態に於ける鑛津 との接鰯部を明白にして示

した(槍鏡部1の.圓 中,〔A〕 はCO,〔B〕 はA;r中 熔解の場合を示す.原 料銑の黒鉛は可成 り

粗な節駄 を犠し,實 験後に就てはAB共 に或程度微細化される傾向を明 らかに示 し,黒 鉛の形

HJこに關 しては熔解寡幽氣の影響は認 められなかつた.第4表 に鋳鐵 に含有する化合窒素の分析

結果を示す.即 ち全窒素量には殆んど墾化はないが,11CI可 溶主液中のNの 減少及び不溶痩渣

中のNの 増加が知 られる.窒 素分析法は既に第3報b迄 獲表せる如 くである.

                 第    4   表

     試 料 名 謬隔 織 購 憾 劇 全窒素量%
     原 料 銑  0.0036   0.0051   0.0087

      A-2      0.0020      0.0066      0.0086

      A-6     ・   O.0031         0.0053         0.0〕84

      B-1-1          0.OD21             0.0065             0.0086

 〔D〕 豫 備 實 験 に於 て鋳 鐵 をsK)2-(凪)・A120:;系,或 之 に'1'iOL・ を添 加 せ る鍍 津 の 下 に熔

解 す る と遊 離 黒鉛 炭素 が 微 細 化 す る と云 う現 象 を認 め,此 の現 象 の起 因 は未 だ不 明 な る も,唯

鑓 鐡 中 の{b合 窒 素 の全 量 に は攣 化 な くIICI可 溶 主液 中 のN及 不熔 幾 流 中 のNの 増 減 を知 る事

が 出 来た.此 等 の事 實 の 關 聯 性 に就 て は未 だ 論 及 出來 な い.

 欄 筆に際 し,熱 心 に協力 され た大村敬 次,宮 崎巖並に富 田昭津 の諸氏 に厚 く謝意 を戎す る次 第である.
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4) Giesserei Zeitung,25(1926)435.

5)卒 業論女,未 獲麦.
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